
熊本県立熊本西高等学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

 

１ 学校教育目標 

 「清・明・和」の教えを根幹とし、知・徳・体の調和の取れた文武両道の教育をとおして、世界的視野に立った日本人の育成を目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 

 １ 生徒理解      ・・・ 個に応じた、個を大切にしたきめ細かい指導 

２ 学力の向上     ・・・ 基礎学力向上、授業改善 

３  人間力の向上    ・・・ 基本的生活習慣の確立、マナーやモラルの向上 

４  自己の伸長     ・・・ キャリア教育、探究活動、ボランティア活動、部活動 

５  進路目標実現    ・・・ 行きたい進路目標（夢）の実現学力の向上 

 

高校３年間で「生徒を大きく伸ばす西高」となるよう個を大切にしたきめ細かい指導に全職員で取り組む。また、アカデミックインターンシップ、イン

ターンシップなどの系統立てたキャリア教育や地域・外部機関と連携した探究活動、ボランティア活動、部活動など、生徒が主体的に活躍する場を与え、

生徒の成長を促す。これらの充実した教育プログラムの実施と志望先に特化した進路指導で、進路実績の向上を図り、生徒・保護者や地域の期待に応える。 

                                                    

３ 自己評価総括表 

      評価項目 
  評価の観点       具体的目標       具体的方策 評価   成果と課題 

大項目   小項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

経営 

 

 

開かれた学

校づくり 

 

 

 

 

 

広報活動の充実 

と学校行事の活

用 

 

 

 

 

・一日体験入学、西高公開、

西高説明会の内容充実 

 

 

 

・広報誌（西高新聞や西風）

の内容の充実 

 

・学校ＨＰの随時更新 

   （更新回数 120 回以上） 

 

・従来の取組内容にプラスワンの視点

を取り入れた内容充実 

 

 

 

・担当部署、他の部との連携のもと、

学校全体としての取組 

 

・生徒主体をさらに進め、生徒が活き

活きと活躍し成長する姿を発信す

る。 

 

 Ａ 

 

・新型コロナの影響で、体験入学が延

期になったが、１０月に体験入学、

サイエンス情報科の説明会などを実

施した。実施できる範囲での内容の

充実を図った。 

・内容を一部中学生向けに変更し、発

行部数を増やし、近隣中学校には３

年生全員に配付した。 

・学校ＨＰの随時更新を行い、学校生

活、生徒の活動を発信できた。 

西高公式インスタグラムを新たに作

成し、生徒の動画を中心に、ＨＰ以

上に細やかな情報発信を行った。 

地域とつな

がる学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中高大の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域との連携 

 

 

 

 

 

 

・高大連携事業、西高アカデ

ミックインターンシップ

（ＮＡＩＳ）及びインター

ンシップ（２年生）の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中高連携の強化 

 

 

 

 

・地域の英語教育の支援、部

活動を活用した高校理解の

推進 

・地域の様々な団体と積極的

に交流することで、地域で

の活躍の場を広げる。 

 

 

・熊本大、熊本県立大、熊本学園大、

崇城大、熊本保健科学大との継続的

事業・ＮＡＩＳ参加７大学・２専門

学校との連携 

 

 

 

・地域や同窓生の企業や事業所との連

携によるインターンシップの実施 

 

 

 

・在校生が多い中学校に複数の担当者

を充て、日常から生徒や本校の情報

を交換することで関係を深める 

 

 

・地域のこども園、小学校と連携を取

り、英語教育の支援を行い地域に浸

透する 

・西・南区の各中学校との部活動交流、

情報交換による連携強化 

・高齢者支援センターや子育てサーク

ル等と連携しボランティアやサポ

ータ等に積極的に参加し交流を深

める 

 

Ａ 

 

  

 

 

 

・ＮＡＩＳについては、大学はオンラ

インで実施し、生徒からの評価も高

かった。来年度は、さらに工夫をし

て、内容の充実と事後指導の時間の

使い方を改善する。高大連携におい

ても、熊本県立大学と崇城大学の２

大学と連携して実施している。 

・インターンシップについては、コロ

ナの影響で現場ではなく、学校で職

業別ガイダンスという形式での実施

となった。地域や同窓生の企業の協

力で有意義なガイダンスとなった。 

・入学前面談を実施した生徒を中心に、

中学校と情報共有できたことで、高

校での指導に有効活用できた。また、

定期的な情報提供を行うことで、中

学校との信頼関係の構築ができた。 

・今年度も、英語カルタやＴボールで

の交流を実施する予定である。 

・中学校との部活動交流や出前授業、

こども園とのスポーツ交流を実施

し、地域貢献と交流ができた。 

・ボランティア関係は、大幅に活動が

制限されたが、できる範囲で連携を

取りながら活動した。 

業務改善 

 

熊本西高校「カ

イゼン」のため

の行動計画書の

作成・実践 

 

・昨年度末に実施した職員研

修で指摘された本校の課題

を、各分掌で検討し改善の

ための行動改善計画を作成

し、実践する 

・計画書には、期限、具体的行動、中

間点検等を盛り込む 

「西高に求められていること」「や

るべきこと」「できること」 

(授業改革)(進路学力保障) )(生徒募集） 

(特別支援教育)(地域へのＰＲ)(魅力化)等 

 

 Ｂ 

・各校務分掌、学年で解決する課題に 

対し、期限を決めて計画的に改善を

進めた。 

また、学期に１回中間点検を行って、 

進捗状況確認とさらなる改善内容を

具体的に明示できた。・ 

ＩＣＴ等を活用

した授業改革 

・Googleclassroom や Forms、

Zoom 等を用いた授業や課題作

成等の充実 

・臨時休業中に整備・利用した

Googleclassroom等を学校再開後も

効果的に利用できるよう研修等を

実施し全職員で活用する 

  

 Ａ 

・休校が明けた後も Googleclassroom

を授業や課題で利用する職員が増え

た。また１人１台端末利用の先行実

施校に指定され、各教科で授業での

利用を準備している。 

働き方改革 働き方改革の推

進 

・超過勤務時間の１０％縮減 ・学校閉庁日の設定 

 

・部活動の練習日、活動日の月間計画

公表 

・職員の意識変容 

 

 Ａ 

・夏季休業中に４日間の休庁日を設定

した。・部活動の月間計画・報告の

適正運用を継続する。 

・超過勤務時間は、コロナや休校の影

響もあるかと思うが、１２月末で、

１９．６％の縮減となっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

学力 

向上 

 

 

 

 

 

 

 

わかる授業

魅力ある授

業への転換 

 

 

 

授業による学力

向上 

 

 

・主体的、対話的で深い学び

を意識した授業展開に取り

組む。 

[指標：職員アンケート] 

私は授業改善に取り組んで

いる（3.4）（前年 3.35） 

・生徒一人一人の個性を把握し、基礎

学力向上を意識した授業の改善 

 

 

 

 

・主体的、対話的で深い学びにつなげ

る授業改善 

 

Ｂ 

・指標（3.1）であり目標の（3.4）に

及ばなかった。感染症対策のために

対話的な活動を控えたことや、休校

期間を取り戻すために進度が早くな

った等の影響が考えられる。今後も

授業改善への取組を努めたい。 

・授業改善に伴って本校でもＡＬやＩ

ＣＴの活用が実践されている。但し

効果については、検証が必要である。 

[指標：生徒アンケート] 

私は積極的に授業に参加し

ている 

（2.8）（前年 2.57） 

・年２回の研究授業旬間の設定 

 

・授業見学レポートの活用 

 

・授業改善チームによる取組の継続 

 

 Ｂ 

・指標は(2.81)で、一応目標は達成で

きたが、次年度は(3.0)超えるような

授業を全職員で実践したい。 

・年２回の研究授業旬間は、授業を見

学する、見られる機会を必ず持つよ

うに働きかけ、実施できた。授業改

善に関する職員研修を実施した。 

計画的な学

習指導の充

実 

 

 

計画的な学習指

導と適正な評価 

・生徒一人一人の学習におけ

る課題解決に必要な思考

力、判断力、表現力を育成

する 

・各教科で生徒が主体的に考える授業

研究に取り組み、生徒のやる気を引

き出す 

 

 

・授業中の活動やレポート、作品、発

表に対し、個に応じた適切な評価を

行い、意欲向上につなげる 

 

 Ｂ 

・感染症の影響で、年間計画を状況に

応じて作り直し対応した。オンライ

ン対策で、職員のＩＣＴ活用指導力

は向上した。生徒のＩＣＴ活用力の

向上、意欲向上につなげたい。 

・学習面における生徒の評価が（3.0）

に届いていない。検証及び更なる授

業改善が必要である。 

 

 

 

 

 

キャリ 

ア教育 

(進路 

 指導） 

 

 

 

 

 

キャリア教

育 

 

 

ポートフォリオ

の充実 

・生徒のキャリアを着実に積

み上げ、新入試制度に対応 

 

・セルフチェックノート等によるポー

トフォリオの定着 

・各学年の進路研修会を充実し、全校

で情報を共有化 

 

 Ｂ 

・各行事や日々の学習、特別活動の振

り返りをする時間を取り、生徒自身

が主体的に自身の課題解決に具体的

に取り組むように指導する。 

一人一人の

進路目標達

成 

 

 

 

 

 

進路実績 

 

 

・昨年度を上回る進路実績の

実現（進学 100％決定・国公

立大合格者 20人・公務員指

導の充実・就職 100％決定） 

 

・全職員による進路指導の充実 

・進路相談、面談の充実 

・個別指導・面接指導・学力検討会の

充実 

 

 Ａ 

・職員の細やかな個別指導の結果、総

合型選抜、学校推薦型選抜での合格

が昨年度より増加した。 

・最新の情報を職員で共有し、的確な

指導の徹底を継続していく。 

進路意識の涵養 

 

 

 

・夢や目標を与える取組の実

施 

・アカデミックインターンシ

ップ（ＮＡＩＳ）及びインタ

ーンシップの充実 

 

・日本や熊本で活躍する人による講演

会の実施 

・生徒の適性を考慮したＮＡＩＳ及び

インターンシップの実施 

 

・地元企業や同窓会と連携した幅広い

受入先企業の開拓 

 

 

 Ａ 

・講演会等については、コロナの影響

で、学年単位で実施した。 

・今年度のＮＡＩＳについては、制約

の中で最大限のものが実施でき、生

徒が進路意識を持つことができた。 

・インターンシップについては、地元

や同窓生の企業の協力で、大変有意

義なガイダンスとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 

指導 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全 

 

交通事故・マナ

ー違反をなくす 

 

・登下校での交通事故防止 

・命の尊さを意識する交通指

導実施 

・自転車ヘルメットの着用 

・交通安全集会で危険個所の理解と危

険行為の撲滅を図る 

・警察や地域の協力を仰ぎ、生徒の命

を守る 

・毎月１１日を「交通安全の日」とし、

命を大切にする意識や交通ルー 

・マナーの意識を高め、安全な登下校

につなげる 

 

 Ａ 

 

・「交通安全の日」を設定し、毎月の

交通指導や警察との合同交通指導を

実施したことで、生徒の安全に対す

る意識は高くなってきていると感じ

る。今後も継続していきたい。 

・交通事故件数は例年と変わらなかっ

た。新入生への早期の指導やポイン

トを絞った指導を行っていく。 

基本的生活

習慣の確立 

 

 

 

時間厳守 

爽やかなあいさ 

つ 

正しい着こなし 

・朝の遅刻者数減 

・あいさつ・時間厳守・服装 

[指標：生徒アンケート] 

（3.2）（前年 3.01） 

・全職員による毎朝の遅刻指導、職員

からの率先したあいさつ励行 

・機を逃さない服装指導 

・生徒会によるあいさつ・交通指導等

への指導・支援 

 

 Ａ 

・服装や頭髪で指導を受ける生徒は減

り、検査時に違反者無しの学年もあ

った。・遅刻者は昨年の１日平均 2.2

人から 0.3 人と減少した。 

・生徒会のあいさつ運動・交通指導を

定期的に行うことができた。 

能動的言動

の育成 

 

 

 

 

各行事における

生徒の自主性の

育成 

・生徒が主体となった行事の

企画・運営 

・学校行事等において可能な限り、生

徒主体への移行を図る 

 

  

Ｂ 

・コロナ禍で中止になった行事もある

が、出来る範囲の中で生徒会を中心

に工夫して行うことができた。 

高い志及び目標

を持った高校生

活実現の支援 

（ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾜ ﾝの指

導） 

・生徒が目標を持って、学校

生活を送っている 

 

・全職員による様々な場面での声かけ

励まし等の支援 

・面談週間の実施 

 

Ｂ 

・生徒会が発案企画し「授業に取り組

む姿勢を改善しよう」を実施した。

各クラスで目標を立て、生徒を中心

に改善を行い、授業への意識は高く

なった。充実した学校生活への支援

を今後も続けていきたい。 

美化、環境

意識の高揚 

 

掃除への意識高

揚、環境ＩＳＯ

の取組推進 

・美化・省エネ 

[指標：生徒アンケート] 

（2.9）（前年 2.78） 

・掃除箇所・担当を見直し、掃除指導

の徹底を図る 

・細めな消灯・節電・節水 

 

 Ｂ 

・掃除箇所や担当を見直し、週３回の

掃除を充実に努めた。生徒アンケー

ト評価は 3.06と高くなった。 

・掃除に関する職員の自己評価が、前

年比 0.2 減となり、職員の掃除に対

する意識向上が必要である。 

 

 

人権教

育の推

進 

 

職員研修の

充実 

 

人権教育の基本

的認識の確立と

その共有 

・校内研修の充実 

 

・特別支援教育の充実 

・人権や命の問題についての知識や考

察を深める研修の実施 

 

・合理的配慮、個別の教育支援計画の

実施 

  

Ｂ 

・職員研修では、近年の部落問題の傾

向を掴むことができたが、意見交換

などもう少し意識を深めたかった。 

・教育支援部や学年と連携し、年間を

通し、ＳＣやＳＳＷを活用した継続

的な対応ができた。 



 

 

 

 

命を大切に

する心を育

む指導 

 

 

 

 

自尊感情及び他

者を尊重する態

度の育成 

 

 

 

 

・命を大切にする心の育成の

充実 

[指標：生徒アンケート] 

（3.2）（前年 3.07） 

・生徒および職員の心身のス 

トレスの軽減 

・ボランティア活動等の体験 

活動の充実 

・授業等で命の大切さについて学ぶ機

会を各職員が２学期までに１回以

上設定 

・リラクゼーション等の知識や技術の

定期的な啓発と促進 

・生徒会による取組への指導、支援 

・西校コミュニケーション・サークル

（ＮＣＣ）の実施 

 

Ｂ 

・各授業で、機を見て生徒に語りかけ

る姿があった。 

 

・コロナ禍のため活動が制限されたこ

ともあり、働きかける機会が少なか

った。 

・必要とする生徒に対して、月１回程

度実施することができた。 

 

いじめ

の防止 

等 

 

 

人権意識の 

育成 

 

 

 

 

い じ め を し な

い、許さない心

の育成 

 

 

 

・いじめ解消率 100％ 

 

 

 

 

・生徒会による取り組みの充 

実 

 

・外部専門家の活用推進 

・本校いじめ防止基本方針に従い、未

然防止および早期対応の実施 

・本校独自の「こころのアンケート」

の実施と活用 

 

・生徒会による取り組みへの指導、支

援 

・ＳＣ、ＳＳＷ、医療機関等との積極

的な連携 

 

Ｂ 

・疑わしき事案発生時も担任、学年主

任、管理職等が連携して対応した。 

・訴えた生徒に対し、迅速に対応でき

た。声を上げることができない生徒

の早期発見、対応が課題。 

・コロナ禍で活動が制限されたことも

あり、働きかける機会が少なかった。 

・迅速かつ適切な対応をすることがで

き、一定の効果が得られた。 

 

地域連

携（ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸｰ

ﾙなど） 

 

地域連携（ｺ

ﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ

など） 

地域・保護者・

関係機関との連

携 

学校と地域の連携・協働のあ

り方 

 

・学校行事（創立記念祭・チャレンジ

ウォーク・避難訓練等）をとおした

交流事業の充実 

 

Ｂ 

・実施が制限されることが多かったが、

広報活動・動画配信等を充実させな

がら取り組むことができた。 

・保護者の育西会活動への参加の評価

が（2.58）と低く、（3.0）を超える

評価を目指したい。 

（総合型）学校

運営協議会の設

置 

（総合型）学校運営協議会の

設置 

・（総合型）学校運営協議会による学

校評価や本校取組の検証並びに地

域（学校）防災体制の強化 

 

Ｂ 

・コロナ禍により書面実施の回もあっ

たが、タイムリーな情報共有に務め、

十分な成果を得ることができた。 

 

 

 

特 色 あ

る教育 

 

 

 

 

 

理数科・サ

イエンス情

報科の充実 

 

 

 

 

研究活動の充実 

 

 

 

・サイエンス情報科新設活動

の着実な実施 

 

・高大連携による実習の着実

な実施 

・発表会、コンテストでの入

賞 

・サイエンス情報科の活動の充実及び

外部への積極的な情報発信 

 

・大学との事前協議の充実 

 

・科学イベントへの積極参加 

・中間発表の充実による意識向上 

・課題研究の進め方の改善や講座内容 

の調整 

 

Ｂ 

・サイエンス情報科のＰＲとして、学

科の説明会やチラシの作成、中学校

への情報発信等を積極的に行った。 

・コロナ禍の中、新設の企業等との連

携活動や既存の高大連携活動など、

工夫を重ねることで実施できた。 

・科学イベント等中止になったものも

あり、コンテストへの応募もできず、

課題研究の深化が課題である。 

志望者の増加 

 

・高大連携による実習の着実

な実施 

・発表会、コンテストでの入

賞 

 

・特色的な教育活動を積極的

に中学校や地域へ発信 

・サイエンス情報科体験プログラムの

実施 

 

 

 

・学校説明会でのＰＲ実施 

・小中高連携活動の推進 

 

Ｂ 

・サイエンス情報科独自の説明会を実

施し、多くの中学生が参加し、好評

であった。また、学科案内のチラシ

を作成し、中学校へ配付した。 

・学校説明会は、コロナの影響で例年

の２／３の中学校での開催であった

が、着実に実施できた。 

体育コース

の充実 

 

専攻授業・実習

の充実 

・専攻６種目の競技実績の向

上（全国大会出場者・入賞

数の増加） 

・専門知識並びに技能の習得を目的と

した講習会・実習の実施 

 

・体育コース集会（１回・月）におい

て目標共有を図る 

 

Ｂ 

 

・時期の変更もあったが、各種実習、

パラリンピアン講習会等を実施し、

視野を広げる貴重な機会となった。 

・１学期は不定期の開催となったが、

集会を通してコース内の連携を深め

ることができた。 

志願者の増加 ・県内及び近隣中学校への広

報活動拡充 

・ＰＲポスターやチラシの作成 

 

・学校説明会でのＰＲ実施 

 

・近隣中学校との交流活動の充実 

 

 

Ａ 

 

 

・ＨＰ及びインスタグラムや YouTube

での動画配信などの広報活動を充実

させ、地域や中学校に十分なＰＲを

行うことができた。 

・タグラグビー教室やオープンスクー

ルの部活動体験等を通して交流を深

めることができた。 

 

 

 

新 型 コ

ロ ナ ウ

イルス 

新型コロナ

ウイルスへ

の対策 

新型コロナウイ

ルス感染拡大防

止対策 

・臨時休校中の、登校日及び

家庭学習における感染拡大

防止対策 

・学校再開後の学校生活にお

ける感染防止対策 

・新型コロナウイルスを含む

感染症に対する教育を実施

する 

・手洗い、うがい、手指の消毒等を奨

励し、不要不急の外出は控え、計画

的な家庭学習を行う、 

・学校生活において、三密を避け手洗

いや消毒等を徹底する 

・感染症への知識やウイルスと共存す

る生活等について、職員も共通理解

をし、生徒へ周知する 

 

 

 Ｂ 

・手洗い、うがい、手指の消毒徹底 

・各教室にアルコール消毒液並びにサ

ーキュレーター設置 

・教室の換気方法と熱中症及び防寒対

策を講じた空調機器の使用。 

・熊本県のリスクレベルに合わせた対

応の周知 

・濃厚接触者等への対応や感染拡大防

止の対策を安心メール等で周知 

・専門家（学校医・薬剤師）の助言に

よる学校での対応策の検討と実施 

・登校時の健康観察と検温記録の実施 

回復措置 

 

 

 

 

・学校再開後の授業確保 

 

・進路保障 

 

 

・生徒の心のケア 

・夏季、冬季休業の短縮 

・学校行事の精選 

・ゼミ（課外授業）の実施 

・外部機関（予備校や専門学校等）と

連携した新規取組の実施 

・面談やアンケートを実施、ＳＣ等を

活用する 

 

 Ｂ 

・夏季、冬季休業の短縮や学校行事の

精選で、授業時間を確保できた。 

・３年生の進路保証のため、課外授業

に加えて、予備校と連携した講座（希

望者）を開講した。 

・個人面談やアンケートで、コロナ関

係の内容を追加し、生徒の状況を把

握し、必要であればＳＣ等に繋いだ。 

 



 

４ 学校関係者評価 

 地域住民並びに行政、教育関係、企業や同窓生、保護者の立場から、「教育目標」「学校経営」「生徒指導」「地域連携」「特色ある教育」「コロナへ

の対応」に加え、「学校評価」の方法や結果等について幅広く御意見をいただいた。特に本年度は、コロナウイルスへの対応や遠隔授業等への関心が高く、

質問も多く出た。初めての対応で、苦労も多かったが、本校の丁寧な対応に対して高い評価をいただいた。昨年度から始めた１年生全員の西高アカデミッ

クインターンシップ（ＮＡＩＳ）や本年度から始めた２年生全員のインターンシップについても関心が高く、コロナの影響でＮＡＩＳの一部はオンライン

での実施に変更したり、インターンシップも学校での職業ガイダンスに変更したりと実施できる範囲での内容に変更になったが、生徒の評価も高く、関係

者の方からも好評であった。また、コロナの影響で高校総体・高校総文祭が中止になる中で、代替大会等での生徒の活躍やその後の大会等で普通科体育コ

ースの専攻６種目の活躍はもちろん、各運動部の活動内容の充実に加え家庭クラブや美術・書道、競技かるた等文化系部活動も活躍し、全国大会への出場

等で、ますます本校が注目されて学校の魅力化が進み、生徒募集や学力向上につながることを期待していただいている。 

また、今年度、超過勤務時間の削減等多くの事柄で学校改革や授業改善の取組を推進していることに御賛同をいただいた。さらに、中学校や地域に密着

した生徒募集の活動や学科改編を行ったサイエンス情報科の取組には高い評価をいただき、ｅスポーツ部の活躍への期待も大きかった。 

 

５ 総合評価 

（１）学校教育目標 ：コロナの影響も大きかったが、体育、理数科・サイエンス情報科、ＮＡＩＳ・インターンシップ、ボランティア活動等の生徒活動

を、現状においてできる範囲で積極的に行った。また、台湾修学旅行は延期となったが、海外派遣研修やサイエンス情報科のイン

グリッシュキャンプはオンライン形式で実施し、世界的視野に立った生徒育成を推進するための基盤を継続することができた。 

（２）重点目標   ：体育コース、理数科・サイエンス情報科を持つ普通高校として中学生が目標とする高校（西区学校教育の拠点校）としての魅力を 

明確にするための取組を重視した。特に重点目標にあげた５点を推進できる体制を整えるため、熊本西高校「カイゼン」のための 

行動計画書の作成・実践を行った。 

（３）自己評価総括表：「生徒募集」、「授業改善」については成果とともに課題も明確化してきており、継続して取り組む必要がある。特に授業改善に 

ついては、職員の意識は高いが、生徒の学習意欲や学力向上に結び付いていない部分があり、西高版授業の確立が急務である。日 

課の変更やゼミの見直しによる生徒と向き合う時間の確保、月間計画・報告の明示による部活動練習時間の明確化、超過勤務時間 

の削減は継続して成果を上げている。西高アカデミックインターンシップ（ＮＡＩＳ）やインターンシップをさらに発展させるた 

め、関係各機関との連携、海外研修並びに修学旅行の充実、地域と一体化した防災計画、サイエンス情報科としての研究活動や企 

業や研究機関とのさらなる連携等、取り組むべき内容は多いが着実に前進している。生徒募集面では、地元の西区の生徒数が減少 

している中で、２学期当初の調査よりは志願者も増え、昨年度並みの受検者は確保できたが、サイエンス情報科でも定員割れを起 

こすなど後期選抜の出願状況からは大きな課題を感じざるを得ない。今年度以上に、地域の状況や教育行政の動きをしっかりと掌 

握すると共に、近隣小中学校と連携を密にすることで、今年度に構築した信頼関係をさらに高めたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）サイエンス情報科を中心に最先端情報技術等の学習内容を充実させることや普通科体育コースの競技実績を残すことで、学科・コースの特色を活か

した教育活動を充実させ、学校全体の魅力化を図る。 

（２）西高アカデミックインターンシップ（１年生）やインターンシップ（２年生）を中心とした地域と連携したキャリア教育の充実を図る。 

（３）世界的視野に立った日本人の育成のため、海外修学旅行や海外派遣研修をさらに充実させ、生徒の成長を促す。 

（４）授業の充実と学びの基礎診断テストを中心に据え、ゼミや模擬試験の個に応じた活用や外部機関との連携等を推進することで学力向上の具体策を打

ち出す。 

（５）学校行事の企画・運営、挨拶の励行、登下校マナーの確立など生徒の主体的な活動を推奨することで生活面の充実を図る。 

（６）学校改革・授業改革を校務分掌の再構成等の目に見える改革につなげ、さらなる業務効率化と教職員の負担軽減及び意識改革を進める。 

 
 


